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MIGAKIAU 6/27直 ぐになかなか拝読で
保管しておいて時間合間みながら拝読いた
ました。私も過保護な親なのだなと痛感しま
した。雨の日には学校まで送迎し、部活、召
い事に行きたくないと伝えてくればなだめ、
まし体ませる、、自分の準備はおろか家の
当番事もしっかりやれてないことは日常多
々。なかなか生活力が島についてないんです

テズ、、母親の最高の知恵はグサリときま
た。こどもたちにもいつも拝読してますが、
再度読み間かせしたいと,雷、いました。
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ししヽす匙加減が難 で す 今回の詩 モ
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